
JP 5006677 B2 2012.8.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　登録した会員に対してネットワーク上で会員制サービスを提供するコンピュータによる
サービス提供システムであって、
　前記コンピュータは、
　既存の会員である招待者から、会員ＩＤ及び被招待者の電子メールアドレスを含む招待
情報を受け付ける招待情報受付手段と、
　前記招待情報受付手段によって受け付けた電子メールアドレスに対して、招待があった
旨を示す電子メールを送信する招待メール送信手段と、
　被招待者から、被招待者の電子メールアドレス及びパスワードを含む新規登録情報を受
け付ける新規登録情報受付手段と、
　前記招待情報受付手段により受け付けた招待情報と、前記新規登録情報受付手段により
受け付けた新規登録情報とに基づいて、被招待者が重複登録の可能性があるか否かを判断
する一次チェック手段と、
　前記一次チェック手段が重複登録の可能性があると判断した場合に、事前に取得した被
招待者の携帯メールアドレスに確認コードを含む確認メールを送信する確認メール送信手
段と、
　前記確認メールの送信先携帯電話機から確認コードの返送を受け付ける確認受付手段と
、
　前記一次チェック手段が重複登録の可能性がないと判断した場合、又は、前記確認受付
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手段が確認コードを受け付けた場合に、前記新規登録情報受付手段により受け付けた新規
登録情報に基づいて会員登録処理を行う会員登録手段と、
　会員ＩＤ又はＩＰアドレスをブラックリストとして登録した一次チェックリスト記憶手
段と、
を備え、
　前記一次チェック手段は、
　前記招待情報に含まれる招待者の会員ＩＤが前記ブラックリストに登録されている場合
、又は
　前記招待情報の送信元のＩＰアドレスが前記ブラックリストに登録されている場合、
には、重複登録の可能性があると判断する、
ことを特徴とするサービス提供システム。
【請求項２】
　前記確認受付手段は、
　前記確認メールの送信先携帯電話機から確認コードの返送を受け付けたときに、前記送
信先携帯電話機から、当該携帯電話機に固有の端末ＩＤを取得する機能を備え、
　前記会員登録手段は、
　前記確認受付手段が確認コードを受け付けた場合に換えて、前記確認受付手段により取
得された端末ＩＤが既登録会員によって登録されていない場合に、前記新規登録情報受付
手段により受け付けた新規登録情報に基づいて会員登録処理を行う、
ことを特徴とする請求項１記載のサービス提供システム。
【請求項３】
　ホワイトリストを登録した一次チェックリスト記憶手段と、
を備え、
　前記一次チェック手段は、前記招待情報及び／又は前記新規登録情報がホワイトリスト
に該当する場合には、被招待者が重複登録の可能性がないと判断する、
ことを特徴とする請求項１又は２記載のサービス提供システム。
【請求項４】
　前記一次チェックリスト記憶手段は、ドメイン名をホワイトリストとして登録し、
　前記一次チェック手段は、前記新規登録情報に含まれる電子メールアドレスのドメイン
名が前記ホワイトリストに登録されている場合には、重複登録の可能性がないと判断する
、
ことを特徴とする請求項３記載のサービス提供システム。
【請求項５】
　前記一次チェックリスト記憶手段は、フリーメールのドメインをブラックリストとして
登録可能であり、
　前記一次チェック手段は、
　前記新規登録情報の送信元のＩＰアドレスが前記ブラックリストに登録されている場合
、又は
　前記新規登録情報に含まれる被招待者の電子メールアドレスのドメイン名が前記ブラッ
クリストに登録されている場合、
にも、重複登録の可能性があると判断する、
ことを特徴とする請求項１記載のサービス提供システム。
【請求項６】
　前記一次チェックリスト記憶手段は、重複登録の可能性がある会員登録の条件として、
　前記招待者が登録している電子メールアドレスのユーザ名と前記新規登録情報に含まれ
る被招待者の電子メールアドレスのユーザ名とが同一又は一部重複している場合、
　前記招待者が登録しているパスワードと前記新規登録情報に含まれる被招待者のパスワ
ードとが同一又は一部重複している場合、
のうち少なくともいずれかをブラックリストに登録し、
　前記一次チェック手段は、前記招待者が登録している情報と前記新規登録情報とが、前
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記ブラックリストに登録された条件に該当する場合には、重複登録の可能性があると判断
する、
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のサービス提供システム。
【請求項７】
　前記一次チェック手段が重複登録の可能性があると判断した場合に、前記会員登録手段
が前記被招待者の会員登録処理を行うまでの間、前記新規登録情報を仮登録して、前記被
招待者に対して限定的なサービスを提供する機能制限手段、
をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のサービス提供システ
ム。
【請求項８】
　登録した会員に対してネットワーク上で会員制サービスを提供するコンピュータによる
サービス提供システムであって、
　前記コンピュータは、
　既存の会員である招待者から、会員ＩＤ及び被招待者の携帯メールアドレスを含む招待
情報を受け付ける招待情報受付手段と、
　前記招待情報受付手段によって受け付けた携帯メールアドレスに対して、招待があった
旨を示す電子メールを送信する招待メール送信手段と、
　被招待者から、被招待者の携帯メールアドレス及びパスワードを含む新規登録情報を受
け付けるとともに、被招待者の携帯電話機固有の端末ＩＤを取得する新規登録情報受付手
段と、
　会員ＩＤ又はＩＰアドレスをブラックリストとして登録した一次チェックリスト記憶手
段と、
　前記取得された端末ＩＤが既登録会員によって登録されていなく、かつ、前記招待情報
に含まれる招待者の会員ＩＤ及び前記招待情報の送信元のＩＰアドレスのいずれも前記ブ
ラックリストに登録されていない場合に、前記新規登録情報受付手段により受け付けた新
規登録情報に基づいて会員登録処理を行う会員登録手段と、
を備えるサービス提供システム。
【請求項９】
　登録した会員に対してネットワーク上で会員制サービスを提供するコンピュータによる
サービス提供システムであって、
　前記コンピュータは、
　既存の会員である招待者から、会員ＩＤ及び被招待者の電子メールアドレスを含む招待
情報を受け付ける招待情報受付手段と、
　前記招待情報受付手段によって受け付けた電子メールアドレスに対して、招待があった
旨を示す電子メールを送信する招待メール送信手段と、
　被招待者から、被招待者の電子メールアドレス及びパスワードを含む新規登録情報を受
け付ける新規登録情報受付手段と、
　前記招待情報受付手段により受け付けた招待情報と、前記新規登録情報受付手段により
受け付けた新規登録情報とに基づいて、被招待者が重複登録の可能性があるか否かを判断
する一次チェック手段と、
　前記一次チェック手段が重複登録の可能性がないと判断した場合に、前記新規登録情報
受付手段により受け付けた新規登録情報に基づいて会員登録処理を行う会員登録手段と、
　会員ＩＤ又はＩＰアドレスをブラックリストとして登録した一次チェックリスト記憶手
段と、
を備え、
　前記一次チェック手段は、
　前記招待情報に含まれる招待者の会員ＩＤが前記ブラックリストに登録されている場合
、又は
　前記招待情報の送信元のＩＰアドレスが前記ブラックリストに登録されている場合、
には、重複登録の可能性があると判断する、
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ことを特徴とするサービス提供システム。
【請求項１０】
　前記会員制サービスは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスであることを特徴と
する請求項１乃至９のいずれかに記載のサービス提供システム。
【請求項１１】
　登録した会員に対してネットワーク上で会員制サービスを提供するコンピュータによる
サービス提供システムにおいて、被招待者の重複登録の認証を行う方法であって、
　前記コンピュータが、
　既存の会員である招待者から、会員ＩＤ及び被招待者の電子メールアドレスを含む招待
情報を受け付けるテップと、
　前記招待情報に含まれる電子メールアドレスに対して、招待があった旨を示す電子メー
ルを送信するステップと、
　被招待者から、被招待者の電子メールアドレス及びパスワードを含む新規登録情報を受
け付けるステップと、
　前記招待情報と、前記新規登録情報とに基づいて、被招待者が重複登録の可能性がある
か否かを判断する一次チェック処理を行うステップと、
　前記一次チェック処理の結果、重複登録の可能性があると判断された場合に、事前に取
得した被招待者の携帯メールアドレスに確認コードを含む確認メールを送信するステップ
と、
　前記確認メールの送信先携帯電話機から確認コードの返送を受け付けるステップと、
　前記一次チェック処理の結果、重複登録の可能性がないと判断された場合、又は、前記
確認コードを受け付けた場合に、前記新規登録情報に基づいて会員登録処理を行うステッ
プと、
を実行するものであり、
　前記サービス提供システムは、会員ＩＤ又はＩＰアドレスをブラックリストとして登録
した一次チェックリスト記憶手段を備え、
　前記一次チェック処理は、
　前記招待情報に含まれる招待者の会員ＩＤが前記ブラックリストに登録されている場合
、又は
　前記招待情報の送信元のＩＰアドレスが前記ブラックリストに登録されている場合、
には、重複登録の可能性があると判断するものである、
ことを特徴とする重複登録認証方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の重複登録認証方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規会員登録の際に登録済みの会員からの招待を要する会員制サービスにお
ける、被招待者の重複登録を排除する処理技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下「ＳＮＳ」という。）と呼ばれ
る、人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型の会員制サービスが知られ
ている。ＳＮＳでは、自分のプロフィールや写真を会員に公開する機能や、会員や友人の
みに公開範囲を制限できる日記機能、趣味や地域などテーマを決めて掲示板などで交流で
きるコミュニティ機能等のサービスがインターネット上で利用できるようになっている。
【０００３】
　このＳＮＳに新規に会員登録する際に、誰でも自由に会員登録できるＳＮＳも存在する
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が、既存の会員からの招待がないと参加できないという招待制を採用するＳＮＳも存在す
る。この招待制のＳＮＳとして非特許文献１に開示されるウェブサイトが知られている。
【非特許文献１】「ソーシャル・ネットワーキング　サービス［ｍｉｘｉ（ミクシィ）」
、［online］、［平成１９年３月２８日検索］、インターネット＜ＵＲＬ：http://mixi.
jp/＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来のＳＮＳでは、ＳＮＳの本来の機能である「人と人とのつながりを促進・サポ
ートする」ためなどの理由により、一人の会員が複数のメールアドレスを使用して複数の
アカウントを取得・保有する重複登録を禁止している。
【０００５】
　また、本願発明者らの経験によると、重複登録した会員は、複数のアカウントを利用し
て、別人格に成りすまして他人を誹謗中傷したり、会員規約で禁止しているＳＮＳ内での
商行為を行ったりするなどの不正行為を行う傾向が高い。
【０００６】
　そこで、ＳＮＳの運営事務局としては、会員に安全かつ安心なコミュニティ・サービス
を提供するためにも、重複登録を排除することが望まれている。しかし、重複登録の禁止
は、ＳＮＳの会員規約などで規定されているものの、実際には会員のモラルに委ねられて
いるため、異なるメールアドレスを使用すれば簡単に重複登録できてしまうというのが実
情である。
【０００７】
　本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、新規会員登録する際に、既存の会
員からの招待を要する会員制サービスにおいて、一の会員が複数アカウントを保有すると
いう重複登録を排除することのできるサービス提供システム及び認証方法を提供すること
を目的とする。また、重複登録の可能性が低いと予想される場合と重複登録の可能性が高
いと予想される場合とによって認証のレベルを変えて、きめ細かな認証処理を行うことを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明によるサービス提供システムは、登録した会員に対
してネットワーク上で会員制サービスを提供するコンピュータによるサービス提供システ
ムであって、コンピュータは、既存の会員である招待者から、会員ＩＤ及び被招待者の電
子メールアドレスを含む招待情報を受け付ける招待情報受付手段と、招待情報受付手段に
よって受け付けた電子メールアドレスに対して、招待があった旨を示す電子メールを送信
する招待メール送信手段と、被招待者から、被招待者の電子メールアドレス及びパスワー
ドを含む新規登録情報を受け付ける新規登録情報受付手段と、招待情報受付手段により受
け付けた招待情報と、新規登録情報受付手段により受け付けた新規登録情報とに基づいて
、被招待者が重複登録の可能性があるか否かを判断する一次チェック手段と、一次チェッ
ク手段が重複登録の可能性があると判断した場合に、携帯メールアドレスに確認コードを
含む確認メールを送信する確認メール送信手段と、確認メールの送信先携帯電話機から確
認コードの返送を受け付ける確認受付手段と、一次チェック手段が重複登録の可能性がな
いと判断した場合、又は、確認受付手段が確認コードを受け付けた場合に、新規登録情報
受付手段により受け付けた新規登録情報に基づいて会員登録処理を行う会員登録手段と、
を備える。かかる発明によれば、被招待者が重複登録の可能性がある場合に、被招待者の
再認証を行うことにより、重複登録を防ぐことが可能になる。
【０００９】
　好適には、確認受付手段は、確認メールの送信先携帯電話機から確認コードの返送を受
け付けたときに、送信先携帯電話機から、当該携帯電話機に固有の端末ＩＤを取得する機
能を備え、会員登録手段は、確認受付手段により取得された端末ＩＤが既登録会員によっ



(6) JP 5006677 B2 2012.8.22

10

20

30

40

50

て登録されていない場合に、新規登録情報受付手段により受け付けた新規登録情報に基づ
いて会員登録処理を行うことを特徴とする。かかる発明によれば、被招待者が重複登録の
可能性がある場合の再認証処理をより確実に行うことができるようになる。
【００１０】
　また、好適には、ホワイトリストを登録した一次チェックリスト記憶手段を備え、一次
チェック手段は、招待情報及び／又は新規登録情報がホワイトリストに該当する場合には
、被招待者が重複登録の可能性がないと判断することを特徴とする。
【００１１】
　さらに好適には、一次チェックリスト記憶手段は、ドメイン名をホワイトリストとして
登録し、一次チェック手段は、新規登録情報に含まれる電子メールアドレスのドメイン名
がホワイトリストに登録されている場合には、重複登録の可能性がないと判断する。
【００１２】
　また、好適には、ブラックリストを登録した一次チェックリスト記憶手段を備え、一次
チェック手段は、招待情報及び／又は新規登録情報がブラックリストに該当する場合には
、被招待者が重複登録の可能性があると判断することを特徴とする。
【００１３】
　さらに好適には、一次チェックリスト記憶手段は、会員ＩＤ、ＩＰアドレス、フリーメ
ールのドメイン名のうち、少なくとも一つをブラックリストとして登録し、一次チェック
手段は、招待情報に含まれる招待者の会員ＩＤがブラックリストに登録されている場合、
招待情報の送信元のＩＰアドレス又は新規登録情報の送信元のＩＰアドレスがブラックリ
ストに登録されている場合、新規登録情報に含まれる被招待者の電子メールアドレスのド
メイン名がブラックリストに登録されている場合、のいずれかの場合には、重複登録の可
能性があると判断する。
【００１４】
　加えて、一次チェックリスト記憶手段は、重複登録の可能性がある会員登録の条件とし
て、招待者が登録している電子メールアドレスのユーザ名と新規登録情報に含まれる被招
待者の電子メールアドレスのユーザ名とが同一又は一部重複している場合、招待者が登録
しているパスワードと新規登録情報に含まれる被招待者のパスワードとが同一又は一部重
複している場合、のうち少なくともいずれかをブラックリストに登録し、一次チェック手
段は、招待者が登録している情報と新規登録情報とが、ブラックリストに登録された条件
に該当する場合には、重複登録の可能性があると判断することが好ましい。
【００１５】
　さらに、サービス提供システムは、一次チェック手段が重複登録の可能性があると判断
した場合に、会員登録手段が被招待者の会員登録処理を行うまでの間、新規登録情報を仮
登録して、被招待者に対して限定的なサービスを提供する機能制限手段を備えることが好
ましい。
【００１６】
　また、本発明によるサービス提供システムは、登録した会員に対してネットワーク上で
会員制サービスを提供するコンピュータによるサービス提供システムであって、コンピュ
ータは、既存の会員である招待者から、会員ＩＤ及び被招待者の携帯メールアドレスを含
む招待情報を受け付ける招待情報受付手段と、招待情報受付手段によって受け付けた携帯
メールアドレスに対して、招待があった旨を示す電子メールを送信する招待メール送信手
段と、被招待者から、被招待者の携帯メールアドレス及びパスワードを含む新規登録情報
を受け付けるとともに、被招待者の携帯電話機固有の端末ＩＤを取得する新規登録情報受
付手段と、取得された端末ＩＤが既登録会員によって登録されていない場合に、新規登録
情報受付手段により受け付けた新規登録情報に基づいて会員登録処理を行う会員登録手段
と、を備える。かかる発明によれば、携帯電話機から新規会員登録する場合に、再認証処
理をすることなく、被招待者の重複登録を防ぐことが可能になる。
【００１７】
　さらに好適には、会員制サービスは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスである
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ことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明による重複登録認証方法は、処理を制御するための制御手段を備え、登録
した会員に対してネットワーク上で会員制サービスを提供するサービス提供システムにお
いて、被招待者の重複登録の認証を行う方法であって、制御手段が、既存の会員である招
待者から、会員ＩＤ及び被招待者の電子メールアドレスを含む招待情報を受け付けるテッ
プと、招待情報に含まれる電子メールアドレスに対して、招待があった旨を示す電子メー
ルを送信するステップと、被招待者から、被招待者の電子メールアドレス及びパスワード
を含む新規登録情報を受け付けるステップと、招待情報と新規登録情報とに基づいて、被
招待者が重複登録の可能性があるか否かを判断する一次チェック処理を行うステップと、
一次チェック処理の結果、重複登録の可能性があると判断された場合に、携帯メールアド
レスに確認コードを含む確認メールを送信するステップと、確認メールの送信先携帯電話
機から確認コードの返送を受け付けるステップと、一次チェック処理の結果、重複登録の
可能性がないと判断された場合、又は、確認コードを受け付けた場合に、新規登録情報に
基づいて会員登録処理を行うステップと、を備える。
【００１９】
　本発明のプログラムは、本発明の重複登録認証方法の各処理ステップをコンピュータに
実行させることを特徴とする。本発明のプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の光学ディスク、
磁気ディスク、半導体メモリなどの各種の記録媒体を通じて、又は通信ネットワークなど
を介してダウンロードすることにより、コンピュータにインストール又はロードすること
ができる。
【００２０】
　なお、本明細書等において、「重複登録」とは、会員制サービスにおいて、一人の会員
（同一人物）が異なる複数のアカウントを取得・保有することをいう。また、「手段」と
は、単に物理的手段を意味するものではなく、その手段が有する機能をソフトウェアによ
って実現する場合も含む。また、１つの手段が有する機能が２つ以上の物理的手段により
実現されても、２つ以上の手段の機能が１つの物理的手段により実現されてもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のサービス提供システム及び認証方法によれば、新規会員登録する際に、既存の
会員からの招待を要する会員制サービスにおいて、一の会員が複数アカウントを保有する
という重複登録を排除することが可能になる。
【００２２】
　本願発明者らの経験によると、招待制のＳＮＳの場合、大企業や学校などのメールアド
レスを使用する場合には、重複登録の可能性が低いことが判明しているので、被招待者の
ドメイン名がホワイトリストに登録されている場合に、追加的な認証を行わないようにす
ることで、会員登録時の被招待者の負担を抑えつつ、重複登録の排除を図ることが可能に
なる。
【００２３】
　また、本願発明者らの経験によると、招待制のＳＮＳの場合、特定の会員が、自分自身
を招待して、重複登録をする傾向が高いことが明らかとなっているので、招待情報に含ま
れる招待者の会員ＩＤやＩＰアドレスがブラックリストとして登録されている場合に厳し
い認証を課すことは、重複登録の排除により効果的である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、同一の要
素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００２５】
　図１は、本発明の一実施形態に係るサービス提供サーバ１０を含む情報処理システム１
００の全体構成を示すブロック図である。図１に示すように、本情報処理システム１００
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は、サービス提供サーバ１０とユーザ端末装置２０、３０と、携帯電話機３２とが、ネッ
トワークＮに接続可能に構成される。
【００２６】
　サービス提供サーバ１０は、会員登録した者にソーシャル・ネットワーキング・サービ
ス（以下「ＳＮＳ」という。）を提供する情報処理装置である。なお、以下では、サービ
ス提供サーバによって提供されるＳＮＳに既に会員登録済みの者を、単に「会員」といい
、当該ＳＮＳに会員登録していない者を「非会員」という。
【００２７】
　ユーザ端末装置２０、３０は、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）又は携帯電話機等の情報処理装置であり、サービス提供サーバ１０にネットワークＮ
を介して接続可能である。
【００２８】
　本実施形態では、便宜上、サービス提供サーバ１０によって提供されるＳＮＳの会員が
使用する情報処理装置をユーザ端末装置２０として表し、非会員が使用する情報処理装置
をユーザ端末装置３０として表す。会員が使用するユーザ端末装置２０は、少なくともウ
ェブブラウザを備え、非会員が使用するユーザ端末装置３０は、少なくともウェブブラウ
ザ及び電子メールを送受信する機能を備える。
【００２９】
　携帯電話機３２は、非会員が所持する携帯電話機（ＰＨＳ端末を含む）であり、少なく
とも電子メールを送受信する機能を備える。携帯電話機３２には、機器毎に個別の電子メ
ールアドレス（以下「携帯メールアドレス」という。）が付与されている。なお、本実施
形態では携帯電話機として説明するが、機器毎に個別の電子メールアドレスが付与される
類の端末装置であれば、携帯可能であるか否かや、電話機能を有しているか否かを問わな
い。
【００３０】
　ネットワークＮは、サービス提供サーバ１０とユーザ端末装置２０、３０と携帯電話機
３２との間で情報を送受信するための通信回線である。例えば、インターネット、ＬＡＮ
、専用線、パケット通信網、電話回線、企業内ネットワーク、その他の通信回線、それら
の組み合わせ等のいずれであってもよく、有線であるか無線であるかを問わない。
【００３１】
　図２は、本実施形態におけるサービス提供サーバ１０の構成を示すブロック図である。
図２に示すように、サービス提供サーバ１０は、各部の動作や処理を制御するための制御
手段１１（例えば、ＣＰＵ等のプロセッサ）、情報を記憶するための記憶手段１２（例え
ば、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリや、ハードディスク装置等の記憶装置）、ネットワークを
介して情報を送受信するための通信インタフェースとしての通信手段１３、及びこれらを
結ぶバス１４を備えている。
【００３２】
　制御手段１１は、さらに、招待情報受付手段１１１と、招待メール送信手段１１２と、
新規登録情報受付手段１１３と、一次チェック手段１１４と、確認メール送信手段１１５
と、確認受付手段１１６と、会員登録手段１１７と、サービス提供手段１１８と、機能制
限手段１１９と、を備えている。また、記憶手段１２は、会員情報記憶手段１２１と、招
待情報記憶手段１２２と、一次チェックリスト記憶手段１２３と、仮登録情報記憶手段１
２４とを備えている。
【００３３】
　招待情報受付手段１１１は、ＳＮＳに登録済みの会員が、非会員の自分の友人等を当該
ＳＮＳに招待しようとするときに、招待者である会員の会員ＩＤと被招待者である非会員
の電子メールアドレスとを含む招待情報を、招待者のユーザ端末装置２０から受け付ける
機能を有する。なお、本明細書において、友人等を招待しようとする会員を「招待者」と
いい、招待を受けた非会員を「被招待者」という。また、招待情報受付手段１１１は、招
待者から受け付けた被招待者の電子メールアドレスが既に会員情報記憶手段１２１に登録
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されている場合には、招待者に対して、招待を受けた者がすでにＳＮＳに会員登録済みで
あることを報知することが好ましい。
【００３４】
　招待メール送信手段１１２は、招待情報受付手段１１１が受け付けた招待情報に基づい
て、被招待者の電子メールアドレス宛に、招待者からＳＮＳへの招待があったことを文面
とする電子メール（以下、「招待メール」という。）を送信する機能を有する。
【００３５】
　新規登録情報受付手段１１３は、被招待者のユーザ端末装置３０から、ＳＮＳに新規登
録しようとする被招待者の電子メールアドレス、パスワード、プロフィール情報を含む新
規登録情報を受け付ける機能を有する。また、新規登録情報受付手段１１３は、被招待者
から受け付けた電子メールアドレスが既に会員情報記憶手段１２１に登録されている場合
には、被招待者に対して、電子メールアドレスが登録済みであることを報知し、電子メー
ルアドレスを再入力させる機能を有することが好ましい。
【００３６】
　一次チェック手段１１４は、招待情報受付手段１１１が受け付けた招待情報と、新規登
録情報受付手段１１３が受け付けた新規登録情報と、記憶手段１２に記憶されている情報
に基づいて、新規に会員登録しようとしている被招待者が、重複登録の可能性があるか否
かを判断する機能を有する。なお、重複登録とは、一の利用者が、異なる電子メールアド
レスを利用して、二以上のアカウントを有することをいう。
【００３７】
　確認メール送信手段１１５は、一次チェック手段１１４において、重複登録の可能性が
あると判断された場合に、被招待者の携帯電話機３２に宛てて、ＳＮＳへの新規登録を確
認するための電子メール（以下「確認メール」という。）を送信する機能を有する。
【００３８】
　確認受付手段１１６は、確認メールを受信した携帯電話機３２から、ＳＮＳへの新規登
録の確認を受け付ける機能を有する。また、確認受付手段１１６は、確認コードを受信し
たとき、携帯電話機３２の端末ＩＤを取得できる場合には、当該端末ＩＤを取得する機能
も有する。本実施形態では、被招待者が確認メール中のリンクボタンをクリック等すると
携帯電話機３２からサービス提供サーバ１０に確認コードが送信されるようになっている
。確認受付手段１１６は、確認コードを受信すると、携帯電話機３２から端末ＩＤを取得
するよう試み、端末ＩＤを取得できる場合は、取得した端末ＩＤが未登録であることを条
件に、また、端末ＩＤを取得できない場合は、確認コードの受信を条件に、被招待者の重
複登録の可能性を判別し、新規会員登録を認めるか否かを判断する。
【００３９】
　「端末ＩＤ」とは、携帯電話機の端末１台１台に付与される固有の識別情報であり、こ
の端末ＩＤにより携帯電話機の端末装置本体を識別できるようになっている。より詳細に
は、端末ＩＤは、携帯電話機の端末装置本体に固有の識別情報が付与されるものと、携帯
電話機の所有者に固有の識別情報が携帯電話機に付与されるものがある。前者の場合、あ
るユーザが携帯電話機を機種変更すると、端末ＩＤも変更される。一方、後者の場合、あ
るユーザが携帯電話機を機種変更しても、端末ＩＤが機種変更後の携帯電話機に承継され
るため、端末ＩＤは変更されない。また、携帯電話の通信事業者（キャリア）によっては
、当該キャリアの公式サイトに登録されたウェブサイトから取得できる端末ＩＤと、非公
式のウェブサイトから取得できる端末ＩＤとが異なる場合もある。なお、上記のいずれの
ものであっても、本願発明における「端末ＩＤ」に含まれるものとする。
【００４０】
　会員登録手段１１７は、被招待者を新規に会員登録する機能を有する。新規会員登録処
理においては、会員ＩＤを新規に発行し、会員ＩＤと新規登録情報受付手段１１３が受け
付けた新規登録情報とを対応付けて会員情報記憶手段１２１に登録する。また、確認メー
ル送信手段１１５等において被招待者の携帯メールアドレスを受信した場合には、携帯メ
ールアドレスも会員情報記憶手段１２１に登録する。
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【００４１】
　サービス提供手段１１８は、ＳＮＳの会員、すなわち会員情報記憶手段１２１に登録さ
れている会員に対して、ＳＮＳに係る各種サービス（日記、コミュニティ等）を提供する
機能を有する。
【００４２】
　機能制限手段１１９は、一次チェック手段１１４により重複登録の可能性があるものと
判断され、被招待者の確認を待つ間、被招待者をＳＮＳに仮登録した上で、仮登録者にサ
ービスを限定的に提供する機能を有する。
【００４３】
　会員情報記憶手段１２１は、ＳＮＳに登録されている会員の会員情報を記憶する機能を
有する。会員情報には、会員ＩＤ、パスワード、電子メールアドレス、携帯メールアドレ
ス、姓・名、ニックネーム、住所、性別、自己紹介、携帯電話機の端末ＩＤなどが含まれ
る。なお、会員情報として、パスワード及び電子メールアドレスの登録は必須であるが、
それ以外の登録は任意である。パスワードと電子メールアドレス以外の情報は、会員登録
後の任意のときに、サービス提供サーバ１０が取得できた時点で、随時登録可能である。
【００４４】
　招待情報記憶手段１２２は、招待者から入力された招待情報を記憶する機能を有する。
招待情報記憶手段１２２には、招待者の会員ＩＤと被招待者の電子メールアドレスを含む
招待情報の他に、招待者の姓・名、招待者から被招待者へ向けたメッセージなどが含まれ
る。なお、会員登録手段１１７による会員登録が完了したときには、招待情報記憶手段１
２２に記憶された招待情報等は削除されていることが好ましい。
【００４５】
　一次チェックリスト記憶手段１２３は、サービス提供サーバ１０の管理者等によって指
定された特定会員の会員ＩＤや電子メールアドレス、ドメイン名、ＩＰアドレス（インタ
ーネット・プロトコル・アドレス）等を記憶する機能を有する。この一次チェックリスト
記憶手段１２３は、具体的には、重複登録の可能性がほとんどないと考えられるものを登
録した「ホワイトリスト」か、又は、重複登録の可能性を否定できないものを登録した「
ブラックリスト」かのいずれかである。一次チェックリスト記憶手段１２３をホワイトリ
ストとして利用するか、ブラックリストとして利用するかは、サービス提供サーバ１０の
管理者等が、サービス運用状況等を鑑みて適宜選択すればよい。
【００４６】
　ここでは、まず、一次チェックリスト記憶手段１２３を「ホワイトリスト」として利用
する実施例について説明する。このとき、管理者等は予め、例えば、上場企業のドメイン
名、学校のドメイン名等をホワイトリストとして登録しておく。なお、一次チェックリス
ト記憶手段１２３をブラックリストとして利用する実施例については、他の実施例として
後述する。
【００４７】
　仮登録情報記憶手段１２４は、ＳＮＳに仮登録する仮登録者の情報を記憶する機能を有
する。仮登録情報には、仮発行された仮会員ＩＤ、パスワード、電子メールアドレス、携
帯メールアドレス、姓・名、ニックネーム、住所、性別、自己紹介などが含まれる。なお
、仮登録は、被招待者が重複登録の可能性がある場合に、当該被招待者をＳＮＳに正規登
録する前に行われるものである。
【００４８】
　なお、サービス提供サーバ１０は、単一のコンピュータより構成されるものであっても
、ネットワーク上に分散した複数のコンピュータより構成されるものであってもよい。ま
た、単一のコンピュータが複数のサーバ機能を備えてもよい。
【００４９】
　また、本実施形態におけるユーザ端末装置２０、３０は、一般に市販されているＰＣを
利用可能であり、図示省略するが、例えば、各部の動作や処理を制御するための制御手段
としてのＣＰＵ、各種情報の格納や処理の作業領域として機能するメモリやハードディス



(11) JP 5006677 B2 2012.8.22

10

20

30

40

50

ク装置等の記憶手段、キーボードやマウス等の入力手段から入力される信号を受け付ける
入力インタフェース、ディスプレイ装置等の出力手段に信号を出力する出力インタフェー
ス、ネットワークＮに接続され情報を送受信するための通信インタフェース、及びこれら
を結ぶバスを備える。また、本実施形態における携帯電話機３２も、一般に市販されてい
る携帯電話端末を利用可能である。
【００５０】
　次に、上記のように構成されるサービス提供サーバ１０における招待処理の概要につい
て説明する。
【００５１】
　図３は、サービス提供サーバ１０による新規会員登録時の招待処理の流れを示すフロー
チャートである。図４は、招待処理のタイミングチャートである。図５は、招待者のユー
ザ端末装置２０に表示されるウェブページ画面の一例である。図６は、招待者のユーザ端
末装置２０に表示される招待画面の一例である。図７は、警告画像の一例である。図８は
、招待者のユーザ端末装置２０に表示されるメッセージ記入画面の一例である。図９は、
被招待者に送られる招待メールの一例である。図１０は、被招待者のユーザ端末装置３０
に表示される新規登録受付画面の一例である。図１１は、被招待者のユーザ端末装置３０
に表示される新規登録画面の一例である。図１２は、被招待者の携帯電話機３２に表示さ
れる確認メールの一例である。なお、本実施形態では、招待者はユーザ端末装置２０から
ネットワークＮを介してサービス提供サーバ１０にアクセスし、事前にＳＮＳへのログイ
ン処理を済ませているものとする。
【００５２】
　まず、サービス提供サーバ１０の招待情報受付手段１１１は、ユーザ端末装置２０から
被招待者の電子メールアドレスと招待者の会員ＩＤを含む招待情報を受信する（Ｓ４１）
。なお、招待情報は、被招待者にＳＮＳへの招待状、すなわち招待メールを送るために利
用される。
【００５３】
　具体的には例えば、ユーザ端末装置２０の出力装置に表示されているＳＮＳの画面（図
５）中の「友人を招待」アイコン５１等を、招待者がマウス等の入力装置を用いてクリッ
クすることによって、当該「友人を招待」アイコン５１等がクリックされたことを示す信
号、すなわち、招待処理の開始信号が、ユーザ端末装置２０からサービス提供サーバ１０
に送信される。
【００５４】
　招待情報受付手段１１１は、この招待処理の開始信号を受信すると、図６に示すような
招待画面の画像データをユーザ端末装置２０に送信する。そして、この画像データを受信
したユーザ端末装置２０には、図６に図示するような画像が表示される。招待者が入力ボ
ックス５２内に被招待者の電子メールアドレスを入力して「次の画面へ」ボタン５３をク
リックすると、入力された被招待者の電子メールアドレスと招待者の会員ＩＤとがサービ
ス提供サーバ１０に送信される。ここで、招待情報受付手段１１１は、ユーザ端末装置２
０に記憶されているクッキー（ｃｏｏｋｉｅ）を利用して、自動的にユーザ端末装置２０
から招待者の会員ＩＤを取得することが好ましい。
【００５５】
　なお、招待情報受付手段１１１は、被招待者の電子メールアドレスと招待者の会員ＩＤ
とを受信したとき、受信した電子メールアドレスが既に会員情報記憶手段１２１に登録さ
れているか否かを検索し、既に登録されている場合は、招待者に対して、被招待者が既に
会員登録済みであることをお知らせして、電子メールアドレスを再入力させる。このとき
、招待情報受付手段１１１はユーザ端末装置２０に、図７に示すような警告画像のデータ
を送信し、被招待者の電子メールアドレスの再入力を促す。
【００５６】
　被招待者の電子メールアドレスが会員情報記憶手段１２１に登録されていない場合には
、招待処理を続ける。そして、招待情報受付手段１１１は、図８に示すようなメッセージ
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記入画面の画像データを、ユーザ端末装置２０に送信する。招待者は、自分の姓・名（ニ
ックネームでもよい。）及びメッセージ（任意）を入力ボックス５４，５５，５６に入力
し、さらに画像表示される確認番号５７を入力ボックス５８に入力した後、「送信」ボタ
ン５９をクリック等すると、入力された氏名等のデータがサービス提供サーバ１０に送信
される。こうして、サービス提供サーバ１０は、ユーザ端末装置２０から招待情報や招待
メールに記載するメッセージ等の受付を完了する。
【００５７】
　次に、招待メール送信手段１１２は、ユーザ端末装置２０から受信した招待情報やメッ
セージ等の情報を招待情報記憶手段１２２に記憶するとともに、被招待者に招待メールを
送信する（Ｓ４２）。このとき、招待メール送信手段１１２は、図９に示すような、ユー
ザ端末装置２０から受信したメッセージや、各招待メールごとに付与される個別のリンク
情報６１等を含む電文を生成し、ユーザ端末装置２０から受信した招待情報に含まれる被
招待者の電子メールアドレス宛に、生成した電文を本文とする電子メール（招待メール）
送信する。
【００５８】
　なお、被招待者に送信される招待メールには、各招待メール毎に付与された固有の識別
情報を含むリンク情報６１が含まれている。このリンク情報６１は、所定のＵＲＬへのハ
イパーリンクとなっていて、招待メールを受信した被招待者がこのリンク情報６１に基づ
いてサービス提供サーバ１０にアクセスしてくると、新規登録情報受付手段１１３は、ア
クセスを受けたＵＲＬに含まれる固有の識別情報に対応する招待情報を、招待情報記憶手
段１２２から取り出せるようになっている。
【００５９】
　被招待者が招待メールを受信した後、ＳＮＳに登録する場合は、招待メール中のリンク
情報６１をクリックするなどして、ユーザ端末装置３０からサービス提供サーバ１０にア
クセスして、新規登録処理を行う（Ｓ４３）。
【００６０】
　新規登録情報受付手段１１３は、ユーザ端末装置３０からアクセスを受けると、アクセ
スを受けたＵＲＬに含まれる固有の識別情報に対応する招待情報を、招待情報記憶手段１
２２から取り出して、図１０に示すような被招待者へのメッセージを含む新規登録受付画
面の画面データをユーザ端末装置３０に送信する。なお、図示省略するが、この新規登録
受付画面の画面データには、招待者のトップページ（プロフィール等を含むページ）を含
んでいる。
【００６１】
　被招待者が新規登録受付画面中の今すぐ登録ボタン６２をクリック等すると、当該信号
を受け付けた新規登録情報受付手段１１３は、図１１に示すような新規登録画面の画面デ
ータをユーザ端末装置３０に送信する。被招待者が、姓・名、ニックネーム、現住所、性
別、自己紹介等のプロフィール情報、電子メールアドレス、及びパスワードを含む新規登
録情報を入力ボックス６３，６４，６５，６６に入力し、「同意して登録する」ボタン６
７をクリック等すると、入力された新規登録情報のデータがサービス提供サーバ１０に送
信される。こうして、新規登録情報受付手段１１３は、ユーザ端末装置３０から被招待者
の新規登録情報を受付を完了する。
【００６２】
　なお、新規登録情報受付手段１１３は、新規登録受付画面の入力ボックス６４に、招待
者が入力した被招待者の電子メールアドレスが予め入力された状態で、画面データをユー
ザ端末装置３０に送信することが望ましい。しかし、被招待者は、入力ボックス６４に記
入された電子メールアドレスを適宜修正、変更可能である。
【００６３】
　新規登録情報受付手段１１３は、被招待者から新規登録情報を受信すると、受信した新
規登録情報に含まれる電子メールアドレスが既に会員情報記憶手段１２１に登録されてい
るか否かを検索する。そして、既に登録されている場合は、被招待者に対して、被招待者
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が入力した電子メールアドレスが既に会員登録済みであることをお知らせして、電子メー
ルアドレスを再入力させる。このとき、新規登録情報受付手段１１３はユーザ端末装置３
０に、図７に示すような警告画像のデータを送信し、電子メールアドレスの再入力を促す
。
【００６４】
　新規登録情報に含まれる電子メールアドレスが会員情報記憶手段１２１に登録されてい
ない場合には、一次チェック手段１１４が一次チェック処理を行う（Ｓ４４）。この一次
チェック処理とは、被招待者を新規登録するにあたり、重複登録の可能性があるか否かを
判断する処理であり、重複登録の可能性がある場合には、被招待者に対して更なる認証を
要求する。
【００６５】
　一次チェック手段１１４は、招待者から受信した招待情報と、被招待者から受信した新
規登録情報と、会員情報記憶手段１２１に登録されている会員情報等に基づいて、新規に
登録しようとする被招待者に重複登録の可能性があるか否かを判断する。本実施例では、
上述のとおり、一次チェックリスト記憶手段１２３に、上場企業や学校等のドメイン名が
ホワイトリストとして登録されているので、被招待者から受信した新規登録情報に含まれ
る電子メールアドレスのドメイン名が、当該ホワイトリストに登録されているか否かを判
別し、被招待者のドメイン名がホワイトリストに登録されていれば、重複登録の可能性が
ないと判断する。一方、ホワイトリストに登録されていなければ、重複登録の可能性があ
るか否か不明であるが、この一次チェック手段１１４では、ひとまず重複可能性があるも
のと判断する。
【００６６】
　この一次チェック処理で、重複登録の可能性があると判断されたとき（Ｓ４４：ＮＧ）
、確認メール送信手段１１５は、再認証処理（Ｓ４５及びＳ４６）を行う。具体的には、
まず、確認メール送信手段１１５は、ユーザ端末装置３０に対して携帯メールアドレスを
記入させるための画面データを送信する。そして、被招待者によって入力された携帯メー
ルアドレスをユーザ端末装置３０から受信すると、受信した携帯メールアドレスが既に会
員情報記憶手段１２１又は仮登録情報記憶手段１２４に登録されているか否かを確認して
、登録されていない場合には、受信した携帯メールアドレスに対して、図１２に示すよう
なＳＮＳへの新規登録を確認するための携帯メール（確認メール）を送信し（Ｓ４５）、
被招待者による確認を待つ（Ｓ４６）。また、確認メール送信手段１１５は、受信した携
帯メールアドレスが既に登録されている場合や、受信した携帯メールアドレスのドメイン
名が所定の携帯メールドメイン（「docomo.ne.jp」等）を含まない場合には、被招待者に
対して、携帯メールアドレスの再入力を促す。
【００６７】
　ステップＳ４５に並行または前後して、サービス提供サーバ１０は、ステップＳ４５で
受信した携帯メールアドレスとステップＳ４３で取得した被招待者の新規登録情報とを含
む仮登録情報を、確認コードに対応付けて仮登録情報記憶手段１２４に記憶させて、ＳＮ
Ｓへの仮登録を行ってもよい。サービス提供サーバ１０の機能制限手段１１９は、仮登録
された被招待者に対して、ＳＮＳの利用を限定的に認める。例えば、会員のトップページ
等の閲覧は許可するが、書き込みやコミュニティへの参加は許可しないなどの制限が想定
される。
【００６８】
　また、確認メールは、各々の確認メール毎に付与された固有の確認コードが含まれてい
る。確認コードとして、例えば、乱数を用いてもよい。図１２に示すように、確認メール
を受信した携帯電話機３２の表示画面には確認コードを含むリンク７１が表示され、被招
待者がこのリンク７１をクリック等して選択すると、確認コードがサービス提供サーバ１
０に送信されるようになっている。
【００６９】
　確認受付手段１１６が携帯電話機３２から確認コードを受け取ったとき、携帯電話機３
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２から端末ＩＤを取得できる場合には、携帯電話機３２の端末ＩＤも取得する。そして、
取得した端末ＩＤが既に会員情報記憶手段１２１に登録されているか否かを確認して、登
録されていない場合には、会員登録を認める。一方、取得した端末ＩＤが既に登録されて
いる場合には、会員登録を認めない。というのも、端末ＩＤが既登録の場合、当該端末Ｉ
Ｄにより識別される携帯電話機３２の所有者は既に会員登録済みであると判断できるから
である。
【００７０】
　なお、端末ＩＤは、携帯電話機３２から必ず取得できるとは限らない。端末ＩＤを取得
できるか否かは、携帯電話機のキャリアや各キャリアの公式サイトに登録されているか否
か等によって決まる。そのため、確認受付手段１１６は、携帯電話機３２から端末ＩＤを
取得できない場合には、確認コードの受領をもって、会員登録を認めるものとしている。
【００７１】
　会員登録手段１１７は、一次チェック手段１１４が重複登録の可能性がないと判断した
とき（Ｓ４４：ＯＫ）、又は、確認受付手段１１６が会員登録を認めると判断したとき（
すなわち、端末ＩＤを取得できる場合には、確認コード受信かつ端末ＩＤ未登録のとき、
また、端末ＩＤを取得できない場合には、確認コードを受信したとき）（Ｓ４６：ＹＥＳ
）、被招待者の新規会員登録処理を行う（Ｓ４７）。このとき、会員登録手段１１７は、
被招待者の会員ＩＤを新規に発行し、会員ＩＤと新規登録情報とを対応付けて、会員情報
記憶手段１２１に新規登録する。また、被招待者の携帯メールアドレスや端末ＩＤを取得
した場合には、これらも会員ＩＤに対応付けて会員情報記憶手段１２１に登録する。なお
、一次チェック処理で重複登録の可能性があると判断されてＳＮＳの利用が制限されてい
た場合、この会員登録処理と同時に、仮登録情報記憶手段１２４に記憶していた仮登録情
報を削除して、利用制限を解除する。そして、サービス提供手段１１８が、会員登録をし
たものに対して、ＳＮＳに係る各種サービスを提供する。
【００７２】
　こうして、新規会員登録の際に招待制を採用するＳＮＳ等の会員向けサービスにおいて
、被招待者がホワイトリストに該当する場合には、携帯電話機３２を利用した追加的な認
証を要することなく会員登録を行い、ホワイトリストに該当しない場合には、携帯電話機
３２を利用して追加的な認証を行った上で会員登録をすることができるようになる。これ
により、一人の会員が二以上のアカウントを有する重複登録の可能性が低いと考えられる
場合には、被招待者に追加的な認証を課さないため、会員登録時の被招待者の負担を抑え
つつ、重複登録の排除を図ることが可能になる。
【００７３】
　次に、他の実施例として、一次チェックリスト記憶手段１２３を「ブラックリスト」と
して利用する実施例について説明する。
【００７４】
　なお、一次チェックリスト記憶手段１２３を「ホワイトリスト」として利用しても、「
ブラックリスト」として利用しても、基本的な処理の流れは共通している。そこで、以下
では、上述の実施例（ホワイトリストの実施例）と比較して処理が異なる部分を説明する
。
【００７５】
　まず、サービス提供サーバ１０の管理者等は、予め一次チェックリスト記憶手段１２３
にブラックリストを登録する。ブラックリストには、例えば、不正登録の疑いがある会員
や不正登録を促している疑いのある会員の会員ＩＤ、特定のＩＰアドレス、フリーメール
アドレスのドメイン名等をブラックリストとして登録しておく。なお、フリーメールとは
、インターネット等を通じて無料で提供される電子メールサービスであり、新規登録情報
に含まれる電子メールアドレスのドメイン名が、例えば、「hotmail.com」や「goo.ne.jp
」等のフリーメール用ドメイン名であるか否かによって判別することができる。
【００７６】
　また、ブラックリストには、重複登録の可能性を否定できない条件を登録してもよい。
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この条件とは、例えば、招待者の電子メールアドレスのユーザ名（「＠」より前の部分）
と被招待者の電子メールアドレスのユーザ名とが同一又は一部重複している場合や、招待
者のパスワードと被招待者のパスワードが同一又は一部重複している場合等である。
【００７７】
　そして、図３のステップＳ４４において一次チェック処理を行う際に、一次チェック手
段１１４は、招待者から受信した招待情報と、被招待者から受信した新規登録情報と、会
員情報記憶手段１２１に登録されている会員情報等に基づいて、ブラックリストに該当す
る会員登録であるか否かを判別し、ブラックリストに該当する場合には、重複登録の可能
性があると判断する。
【００７８】
　具体的には、招待者の会員ＩＤがブラックリストに登録されている場合、招待情報の送
信元（ユーザ端末装置２０）のＩＰアドレス又は新規登録情報の送信元（ユーザ端末装置
３０）のＩＰアドレスがブラックリストに登録されている場合、被招待者の電子メールア
ドレスが、フリーメールのアドレスである場合、招待者の電子メールアドレスのユーザ名
と被招待者の電子メールアドレスのユーザ名とが同一又は一部重複している場合、招待者
のパスワードと被招待者のパスワードが同一又は一部重複している場合、などの場合には
、重複登録の可能性があると判断する。
【００７９】
　その後の処理は、上述の実施例と同様であり、一次チェック手段１１４が重複登録の可
能性があると判断したときは再認証処理（Ｓ４５及びＳ４６）を行い、重複登録の可能性
がないと判断したときは、再認証処理を行うことなく、ステップＳ４７の会員登録処理に
移行する。
【００８０】
　こうして、新規会員登録の際に招待制を採用するＳＮＳ等の会員向けサービスにおいて
、被招待者がブラックリストに該当する場合には、携帯電話機３２を利用した追加的な認
証を行った上で会員登録し、ブラックリストに該当しない場合には、携帯電話機３２を利
用した追加的な認証を行うことなく会員登録することができるようになる。これにより、
被招待者の登録が不正である可能性を否定できない場合に、重複登録の可能性がない場合
よりも厳しい追加的な認証を被招待者に課すことができるため、重複登録の排除を図るこ
とが可能になる。
【００８１】
　なお、本発明は、上記した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱
しない範囲内において、他の様々な形で実施することができる。このため、上記実施形態
はあらゆる点で単なる例示にすぎず、限定的に解釈されるものではない。例えば、上述の
各処理ステップは処理内容に矛盾を生じない範囲で任意に順番を変更して又は並列に実行
することができる。
【００８２】
　上記実施形態では、サービス提供サーバ１０がＳＮＳを提供するものとして説明したが
、ＳＮＳに限らず、サービスの利用に会員登録を要し、かつ、新規に会員登録する際に既
登録会員からの招待を要するサービスに適用可能である。
【００８３】
　また、上記実施形態では、会員が非会員を招待するとき、サービス提供サーバ１０への
ログインを前提としたが、ログインすることなく会員からの招待を受け付けても良いこと
は言うまでもない。また、上記実施形態では、「友人を招待」アイコン５１をクリックし
て、招待処理を開始する例を示したが、これ以外にも種々の方法によって、招待処理を開
始しても良い。さらに、本実施形態では、ユーザ端末装置２０に記録されたクッキー等の
情報に基づいて、招待者の会員ＩＤを自動的にサービス提供サーバ１０に送信するものと
したが、招待者がキー入力した会員ＩＤをサービス提供サーバ１０に送信するものとして
も良い。
【００８４】
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　さらに、上記実施形態では、新規登録情報を入力させるための新規登録画面（図１１）
とは別に、重複登録の可能性がある場合のみ携帯メールアドレスを入力させるための画面
を生成して、携帯メールアドレスを入力させるものとして説明したが、図１１に示す新規
登録画面に携帯メールアドレスを入力させるための入力ボックスを追加して、新規登録画
面における新規登録情報の入力の際に携帯メールアドレスを同時に入力できるようにして
もよい。
【００８５】
　また、上記実施形態では、被招待者の電子メールアドレスと携帯メールアドレスを区別
して説明したが、新規登録処理Ｓ４３において、被招待者は携帯メールのアドレスを登録
してもよい。この場合、確認メール送信手段１１５は、ステップＳ４５で携帯メールアド
レスを入力してもらう処理を省略して、新規登録処理Ｓ４３で登録された携帯メールアド
レスに確認メールを送信すればよい。
【００８６】
　さらに、被招待者が新規に会員登録する際に、携帯電話機３２でサービス提供サーバ１
０にアクセスして新規登録処理Ｓ４３を行う場合には、新規登録処理Ｓ４３を行っている
ときに、携帯電話機３２から端末ＩＤを取得して、当該取得した端末ＩＤが既に会員情報
記憶手段１２１に登録されていない場合には、重複登録の可能性が低いと判断して、再認
証処理Ｓ４５及びＳ４６を行うことなく会員登録処理Ｓ４７を実行してもよい。
【００８７】
　さらに、一次チェック手段１１４は、上記実施形態で説明した手法とは異なる手法によ
って、重複登録の可能性の有無を判断してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】サービス提供サーバ１０を含む情報処理システム１００の全体構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】サービス提供サーバ１０の構成を示すブロック図である。
【図３】サービス提供サーバ１０による新規会員登録時の招待処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図４】招待処理のタイミングチャートである。
【図５】招待者のユーザ端末装置２０に表示されるウェブページ画面の一例である。
【図６】招待者のユーザ端末装置２０に表示される招待画面の一例である。
【図７】警告画像の一例である。
【図８】招待者のユーザ端末装置２０に表示されるメッセージ記入画面の一例である。
【図９】被招待者に送られる招待メールの一例である。
【図１０】被招待者のユーザ端末装置３０に表示される新規登録受付画面の一例である。
【図１１】被招待者のユーザ端末装置３０に表示される新規登録画面の一例である。
【図１２】被招待者の携帯電話機３２に表示される確認メールの一例である。
【符号の説明】
【００８９】
１０   サービス提供サーバ（サービス提供システム）
１１   制御手段
１２   記憶手段
１３   通信手段
２０   ユーザ端末装置
３０   ユーザ端末装置
３２   携帯電話機
１００ 情報処理システム
１１１ 招待情報受付手段
１１２ 招待メール送信手段
１１３ 新規登録情報受付手段
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１１４ 一次チェック手段
１１５ 確認メール送信手段
１１６ 確認受付手段
１１７ 会員登録手段
１１８ サービス提供手段
１１９ 機能制限手段
１２１ 会員情報記憶手段
１２２ 招待情報記憶手段
１２３ 一次チェックリスト記憶手段
１２４ 仮登録情報記憶手段
Ｎ     ネットワーク

【図１】 【図２】



(18) JP 5006677 B2 2012.8.22

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】



(19) JP 5006677 B2 2012.8.22

【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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